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会談後の共同記者会見で握手するオバマ米大統領 と中国
の胡錦濤国家主席（ 日ワシントン ブルームバーグ）

日系トラックメーカー
ネクスト での展開

三菱ふそう
トラック バス

パキスタンで現地組み立て
開始、小型・大型トラック
投入

いすゞ自動車
年内にベトナムなどに価格
を２割抑えた小型トラック
投入

日野自動車 インドネシアの地域専用車
をベトナムなどに輸出検討

ＵＤトラックス 親会社のボルボと開発、生
産、販売で連携強める

ＴＥＬＯＰ

ＴＥＬＯＰ

ＣＨＩＮＡ

　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　中国外交「協調路線」
　東洋学園大学教授の朱建栄さんは、中

国外交について「中国外
交は転換期に入ってい
る」とし、「昨年は、尖
閣諸島問題などいろいろ
あった。今は経済発展が

最優先。外交は協調路線、平和的な台頭
を目指す基本方針に戻る。孤立したら立
ちゆかない。胡錦濤主席の訪米で協調路
線を世界に示す」。（１月 日 面）

　

■ＡＮＡが成田―成都線
６月に開設（ 日 面）

　

■アルミ品販売で上海に現法
日本軽金属（ 日 面）

　

■中国ＴＶ通販関連に出資
三井物産（ 日 面）

　

□１月 日（月）　□
　

■ＩＤＥＣ、金型を現地調達
スイッチ用／コスト大幅低減

　

　ＩＤＥＣは、 年に蘇州工場で試験
的に金型を現地調達する。多品種少量の
スイッチ用。現地金型メーカーの技術力
が向上、要求品質を確保しながらコスト
の大幅低減も見込める。 （５面）
　

■大連にシンクライアント
日立／ＪＣＢ用

　

　日立製作所は、ＪＣＢがクレジットカ
ード発行業務のスタッフの一部を大連の
オフショア先に移管するのに合わせ、シ
ンクライアント（記憶装置を持たない端
末 システムを構築 稼働した。（９面）
　

■中国・ベトナム、賃上げ進む
最低賃金改定

　

　中国、ベトナムの都市で賃金が上昇し
ている。中国では北京市が最低賃金基準
を月 元から 元 約１万 円
に。またベトナムはハノイ市などの外資
企業で 万 約 円 に。 （ 面）
　

■茨城・鹿島港ルートを追加
韓国・南星海運／化成品関連の輸出

　

　韓国の南星海運は、茨城県の鹿島港と
韓国、中国を結ぶ定期コンテナ航路を２
月から週１便開設する。同県の要望があ
ったことや、鹿島臨海工業地帯の化成品
関連の輸出需要が見込む。 （ 面）
　

□１月 日（火）　□
　

■ＬＮＧ船、中国造船企業に発注
商船三井など／４隻

　

　商船三井は、米エクソンモービルと共
同で、パプアニューギニアと豪州のＬＮ
Ｇプロジェクトで、新造ＬＮＧ船４隻の
発注先に中国の大手造船会社である滬東
中華造船を選定した。 （３面）
　

■稼働管理付き建機、 万台突破
中国が最多／コマツ

　

　コマツの稼働管理システム「コムトラ
ックス」を搭載した建設機械の登録台数

が 年 月末に 万台の大台を突破し
た。地域別は中国が７万 台で日本を
抜き首位。 （７面）
　

■ユニー、中国出店を加速
上海に２店舗目／日本製品豊富に

　

　ユニーは、 年夏にも上海市に２店
舗目の大型スーパー「アピタ」を出店す
る。 年末の開店が決定している１号店
に続く出店で、日本メーカーの製品を豊
富にそろえる。 （ 面）
　

■上海進出の攻略講座
ＣＲＯＳＳＦＩＥＬＤ綜合法務事務所

　

　ＣＲＯＳＳＦＩＥＬＤ綜合法務事務所

は、江蘇海外集団グループ日本法人のＪ
ＯＣベルタスと、上海への進出を考える
個人や中小企業者に「上海攻略のための
実践研修講座」を４月開始。 （ 面）
　

□１月 日（水）　□
　

■オムロンオート、中国重点開拓
中期計画／開発者を増員

　

　オムロンオートモーティブエレクトロ
ニクスは、 年４月からの中期経営計
画で中国とタイを重点市場と位置付け
る。中国では開発者を増員。タイでは車
載用スイッチの生産能力拡大。（５面）
　

■東芝、水力発電機を２基受注
出力 万 ／ 億円

　

　東芝は、中国の水力発電所向け出力
万 の大容量発電機２基を受注した。
受注額は約 億円。子会社の東芝水電設
備が製造、 年 月末までに納入。
年半ばの商業運転を目指す。 （８面）
　

■北海道の冬景色を満喫
ＡＮＡ・ＪＲ東日本／訪日旅行

　

　ＡＮＡとＪＲ東日本は、飛行機と鉄道
を組み合わせた中国向けの訪日旅行商品
を共同開発した。中国からＡＮＡ機で出
発、新幹線や寝台列車「カシオペア」で
北海道の冬景色を観光する。 （ 面）
　

■中国の地方政府と連携
日本アジア投資／進出企業支援

　

　日本アジア投資は、中国の地方政府と
の関係を強化し、投資機会を拡大する。
昨年 月に瀋陽市と瀋陽国際ソフトウエ
アパークと協力協定。日本企業の誘致や
現地企業の日本進出を支援。 （ 面）
　

□１月 日（木）　□
　

■中・韓大手と携帯で業務提携
ＮＴＴドコモ／スマートフォンなど

　

　ＮＴＴドコモは、中国・チャイナモバ
イル、韓国・ＫＴの通信大手２社と携帯
電話事業で業務提携した。次世代携帯サ
ービス「ＬＴＥ」、スマートフォン展
開、ネットワーク技術など。 （３面）
　

■蛇の目、上海に営業拠点
卓上ロボ低価格機を投入

　

　蛇の目ミシン工業は、塗布やネジ締め
などの卓上型ロボット、サーボプレスを
約４割低価格化、中国に投入。上海近郊
に産業ロボの営業支援拠点を新設し、今
夏から業務を始める。 （９面）
　

■中国にＩＴネット活用提案
野村総研／日中参加の団体

　

　野村総合研究所は、中国政府が整備を
進めるセンサーやＩＣタグを用いたネッ
トワーク「物聯網」プロジェクトへの提
案を行う団体「中日物聯網推進連盟」を
北京郵電大学と共同で設立。 （ 面）
　

■マツキヨ、海外進出を検討
候補に中国・韓国・台湾

　

　マツモトキヨシＨＤは、海外での出店
に向けた企業化調査に着手する。市場が
拡大している海外展開を目指す。候補地
は中国、韓国、台湾。国内では成長が見
込める調剤部門を強化。 （ 面）
　

■三井住友海上、中国の拠点倍増
長江デルタ・広東狙う

　

　三井住友海上火災保険は、中国の営業
拠点を３拠点から６拠点に倍増する。無
錫市に拠点を新設。月内に深 市、春に
は蘇州市に開設。長江デルタ経済圏や広
東省の営業を手厚くする。 （ 面）
　

□１月 日（金）　□
　

■中国ＧＤＰ世界２位
５兆 億 ／日本抜く

　

　中国国家統計局は 日、 年の国内
総生産 ＧＤＰ が実質で前年比 ％増

加したと発表。名目では 兆 億元
約５兆 億 となり日本を抜き米国
に次いで２位となるのが確実。（２面）
　

■中国への技術移転「問題ない」
与謝野経財相

　

　与謝野馨経済財政担当相は、中国のＧ
ＤＰ世界２位に関連して「日本から中国
に技術が移転することは通商政策ルー
ル、知的財産権に関するルールに従って
やっているので問題はない」。（２面）
　

■アスモ、車載モーター新工場
杭州／デンソーと

　

　アスモは、杭州市に車載用小型モータ
ーの新工場を建設する。親会社のデンソ
ーの中国統括会社と共同出資で新会社を
設立。工場は 年８月稼働。約 億円
投資。中国３番目の生産拠点。（６面）
　

■超硬ドリル、中国に生産シフト
ユニオンツール／２割増

　

　ユニオンツールは、 年 月期にプ
リント配線板用超硬ドリルの中国生産量
を引き上げる。上海拠点で 万本増の月
産 万本に、東莞拠点で 万本増の同
万本に。１―２割増。 （８面）

　

■日立機材、中国調達 ％に
工作機械用チェーン

　

　日立機材は、工作機械用チェーンなど
の中国からの調達比率を、 年３月期
の ％から 年３月期までに ％に引き
上げる。内装システム、マテハン、構造
システムで委託生産を増やす。（８面）
　

■ボーイング、 機受注
「 」「 」／１兆 億円

　

　米ボーイングは、中国政府から小型旅
客機「 」と大型旅客機「 」を合わ
せて 機受注。約１兆 億円。ボー
イングは中国が必要とする新造機を 年
で 機 兆 億円と予測 （８面）
　

■ヤクルト、中国内陸部で発売
スーパで店頭販売日販 本

　

　ヤクルト本社は、安徽省合肥市で乳酸
菌飲料「ヤクルト」を発売する。中国ヤ
クルトの南京支店を通じ、スーパーマー
ケットなどで店頭販売する。 年度の
販売計画は１日あたり 本。（ 面）
　

■元建ての中国国債を販売
マネックス証券／個人向け

　

　マネックス証券は、人民元建ての中国
国債を販売する。個人投資家向けは国内
初。人民元建ての債券市場は規制緩和が
進み、市場規模は３年間で約３倍に拡
大。人民元の先高感が強い。 （ 面）

ＡＳＩＡ

　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　ライバルに学ぶ
　「事業化する技術がかなり進んでい

る」と韓国・サムスン電
子などを冷静に分析する
パナソニック社長の大坪
文雄さん。「世界の消費
者動向をよく調べ、それ

を基に商品をうまく開発する技術では我
々の上を行く」と力を認める。ライバル
から学ぶことで、世界での競争力を取り
戻そうとしている。（１月 日 面）

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　アジアの中にいる
　「この１年間で、アジアの中にわれわ

れがいるという感覚が強
まっている」と指摘する
のは全国地方銀行協会会
長（横浜銀行頭取）の小
川是さん。「本州の工場

を九州に持っていく感覚で、拠点をアジ
アの中でどこに移すかという意識が強ま
っている」。地方銀行にも、アジアが重
要なキーワード。 （１月 日 面）

　

■タイのフォーク代理店再編
コマツが新会社（ 日７面）

　

■ＬＥＤ市場開拓、タイに事務所
シーシーエス（ 日８面）

　

■台湾・タイ社と業務提携
三協立山アルミ（ 日 面）

　

■インドネシア合弁を子会社化
日本興亜損保（ 日 面）

　

■ベトナム・カンボジアに視察団
堺市（ 日 面）

　

■カンゲアン ウタラ油田が生産開始
石油資源開発（ 日 面）

　

■インドネシアからＬＮＧ購入長契
九州電力（ 日 面）

　

□１月 日（月）　□
　

■ヤンマー、インド参入
現地用トラクター／ＩＴＬと提携拡大

　

　ヤンマーは、インドＩＴＬと提携拡大
の交渉に入った。ＩＴＬはインドのトラ
クター４位。今後、ヤンマーが現地の水
田向けトラクターを開発し、ＩＴＬが販
売する。 （１面）
　

■インドの出資先への支援拡大
シロキ工業／生産技術など

　

　シロキ工業は、出資先のインドの自動
車部品メーカー、テクニコインダストリ
ーズへの支援を拡大する。年内にテクニ
コ本社にシロキ社員３―４人を常駐さ
せ、生産技術などを支援する。（６面）
　

■新興国専用液晶ＴＶ投入
東芝／当初はインドネシア生産

　

　東芝は、アフリカや中近東地域で新興
国専用液晶テレビ５シリーズ、 モデル
を１月下旬に投入する。当初はインドネ
シアなど周辺地域の工場から出荷する
が、３月には現地生産する。 （８面）
　

□１月 日（火）　□
　

■東レ、韓国で炭素繊維を生産
年 ／ 年稼働

　

　東レは、韓国で炭素繊維を生産する。
韓国子会社の亀尾第３工場に量産工場を
建設し、 年１月の稼働。生産能力は
年間 。投資額は約 億円。当初は
スポーツ用品などを生産。 （ 面）
　

■エーザイ、インドでＰＰＰ
アルツハイマー病／服薬順守プロ

　

　エーザイは、インドの医薬品アクセス

の改善を目指し、アポロホスピタル、ヘ
ルプエイジインディアと、ＰＰＰ契約に
調印。アルツハイマー病とうつ病の服薬
順守改善プログラムを開発。 （ 面）
　

■タイに中小視察団
埼玉県中小振興公社／現地企業と商談

　

　埼玉県中小企業振興公社は、埼玉県の
上尾商工会議所と連携し、３月に上尾市
内の中小製造業で構成する視察団をタイ
に派遣する。日系企業や現地企業を訪問
し、商談する。 （ 面）
　

□１月 日（水）　□
　

■高成長のベトナム経済
魅力とリスクが混在

　

　ベトナムの共産党が党大会で 年の
工業国入りなど高成長に向けた計画を採
択する。日本企業にとってもベトナムは
魅力的な市場だが、成長に伴う潜在リス
クも抱えている。 （深層断面 面）
　

■ミネベア、タイ工場で量産
ＬＥＤ照明ドライバー

　

　ミネベアは、ＬＥＤ照明ドライバーで
定格出力電力７― の間で７機種を開

発した。顧客の個別仕様で供給する。浜
松工場で開発し、タイのロッブリ工場で
量産する。 （８面）
　

■ＪＳＲ、台湾に研究棟
液晶ディスプレー材料

　

　ＪＳＲは、台湾での液晶ディスプレー
材料の研究開発機能の強化のため、
％子会社のＪＳＲマイクロ台湾に開発棟
を新設する。 月完成。投資額は約 億
円 製造部門にフィードバック （ 面）
　

■原油・ガス田開発期間を短縮
石油資源開発／インドネシア

　

　石油資源開発は、インドネシアのカン
ゲアン鉱区で原油と天然ガスの探鉱・開
発案件を商業生産に移す時間を短縮する
ため、 年度にプロジェクトを新設。
経験豊富な外国人技術者を獲得 （ 面
　

□１月 日（木）　□
　

■三菱マテ、タイ・日本を増強
超硬工具の投資を再開

　

　三菱マテリアルは、 年の世界同時
不況後に計画中断していた超硬工具生産
への設備投資を再開する。秋までに約
億円を投資、国内とタイで生産能力を増
強。自動車や航空機向け好調。（１面）
　

■ダイハツ、増産上積み
インドネシア／年 万台に

　

　ダイハツ工業は、５月をめどにインド
ネシア子会社のアストラダイハツモータ
ーで定時生産能力を現状比５万台増の年
万台に引き上げる。１月に年 万台に

引き上げたが、さらに増強。 （１面）
　

■韓国ＶＢ協会と連携
フクオカＶＢマーケット協会

　

　フクオカベンチャーマーケット協会
は、韓国ベンチャー企業協会と業務連携
協定を結んだ。来日した同協会のテヨル
副会長は「福岡のＶＢとの連携にはメリ
ットがある」と期待感。 （３面）
　

■米・越の工場、増強
エフ・シー・シー／ 億円投資

　

　エフ・シー・シーは米国工場とベトナ
ム工場を増強する。米国はクラッチ部品
の新工場を７月に稼働。ベトナムはスク
ーターの構成部品を年産 万台分規模で
内製化。約 億円投資。 （６面）
　

■ベトナムで生産再開
日本板硝子／太陽光発電向け

　

　日本板硝子は、ベトナムで休止中だっ
た建築用ガラス生産設備を、太陽光発電
分野向けオンラインコーティングガラス
に転換、３月に再稼働する。アジアなど
の需要に対応する。 （ 面）
　

■ベトナムの段ボール３社を買収
レンゴー／生産能力２倍

　

　レンゴーは、ベトナムの段ボールメー
カー３社を買収する。既存工場と合わ
せ、ベトナムでの段ボールシートの生産
能力は約２倍の月 万平方 となる。
買収総額は約 億円。 （ 面）
　

■東海東京、アジア拠点拡充
インド・台湾など／現地証券と提携

　

　東海東京フィナンシャルＨＤは、アジ
アを中心に海外事業を強化。今春、シン
ガポールに現地法人を設立。年内にイン
ド、マレーシア、台湾などの現地証券と
提携を進めアジア拠点を拡大。（ 面）
　

■台湾の幹部候補を研修
福岡県が企業研修／工場管理学ぶ

　

　福岡県は、台湾からの研修生 人を受
け入れる企業研修を始めた。県内製造業
や食品メーカーなど 社で約３週間。曽
勇維さんは「日本製品の品質の基である
工場・工程管理を学びたい」。（ 面）
　

□１月 日（金）　□
　

■いすゞ、パキスタン参入
現地メーカーに資本参加／伊藤忠と

　

　いすゞ自動車は、伊藤忠商事と組み、
パキスタンのトラック組み立てメーカー
に資本参加する。同国での単一商談では

最大級の 台のトラックを政府関係か
ら受注。製販基盤を強化する。（１面）
　

■直動案内機、ベトナム３倍増産
日本トムソン／ 億円投資

　

　日本トムソンは、総額約 億円を投
じ、直動案内機器を生産するベトナム北
部ハイフォン市の工場に新棟を建設し、
年春に量産を始める。年産能力を３

倍の 万台に引き上げる。 （１面）
　

■キトー、米・アジアに新工場
荷揚げ機／世界４極生産

　

　キトーは、米国とインドなどアジア新
興国に荷揚げ機の生産拠点を新設する。
本社工場、中国・江陰工場と合わせた世
界４極の生産体制を確立し、アジアや南
米の需要を取り込む。 （７面）
　

■パキスタン最大規模
川重・双日／尿素製造設備

　

　川崎重工業と双日は、パキスタンの化
学肥料メーカーのファティマファーティ
ライザーの肥料工場向け尿素製造設備を
完工、引き渡した。生産能力は日量
で、パキスタン最大規模。 （７面）

　

■バンコクに駐在員
ニイガタマシンテクノ／射出成形機

　

　ニイガタマシンテクノは、タイ・バン
コクに日本人の営業担当者、サービスエ
ンジニア各１人を駐在させた。ＡＳＥＡ
Ｎでの射出成形機のきめ細かな営業、サ
ービス体制を整える。 （８面）

　　 ２０１１年 平成２３年 １月２４日 月曜日 　　 （ ）


